








要約 

低出生体重児の新生児期発達におけるおしゃぶり刺激と触覚刺激の直接の効果を検討した。

発達効果評価に体重増加を用いた。 

3 組の 1 卵性双胎児を含む 5 症例のおしゃぶり刺激と触覚刺激を受けた群の体重増加は各

れも良好であった。 

NICU で保育中の低出生体重児は感覚的に剥奪状態の環境にあると仮定される。 


